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7月

夏到来
おひさまぎらぎら、夏がやってきました。大きなプールであそぶ水あそび、皆であそぶ夏あそ
びは笑顔いっぱい！子どもたちにとってはワクワクドキドキの季節ですネ。沖縄のこの時季
の太陽は子どもたちの体力を奪ってしまいます。特にらいむ保育園の園児は3歳未満児、
その為私達大人はきめ細やかな配慮“と共に”命を守る“責任があります。その責任をチー
ムで共通理解し、看護師の七條に講師になってもらい応急処置（溺水時の対応、熱
中症対策）について全職員で園内研修として学び安心、安全で子どもたちのあそびを実
施していきます。今月は七夕がありますネ。短冊に我が子の願い、想いを伝えることで親と
してより愛しさと責任を感じますネ。このような活動を通し子ども一人ひとりが愛されている
喜びが感じられる様進めて参ります。
今月も宜しくお願い致します。

代表 有松秀行

保護者の皆様、お変わりありませんか？梅雨明けと同時に照りつける太陽、厳しい
本格的な夏が到来ですね。私達は命を守る、成長、発達を促していく責任があります。
らいむ保育園では職員の役割分担を明確にし、各々が責任を持って保育をし
全員で共有して進めています。
保健衛生→看護師、園児一人ひとりの把握→担任でしっかりと統一していま
す。これから連携園の泥んこあそび、運動会に向けての長田小学校への散
歩など実施していきます。朝、登園時に保護者の皆様も前日の様子など

担任、又は看護師へ伝えて下さり体調面で気になる際は遠慮なく
申し出下さい。（対応を考慮し保育を進めます）

要望などをしっかり受け入れ、一人ひとりに応じた対応をして
いきます。

今月も宜しくお願い致します。

（食育だより）

お子さんの水分補給は「のどが渇く前」にこまめに少量ずつ飲
ませることが基本。一回の目安、50～100ml（小さめの
コップの半分）で30～1時間毎にしましょう。
大人の配慮が脱水症状や熱中症の予防につながります。
●子どもの脱水サイン、尿の量、回数が減り色が濃くなる。
唇、口の中が乾燥、大泉門がへこむ、ぐったりしてウトウト眠り
がち等の症状
●水分補給のベストタイミング・・起床時、外あそび、入浴の
前後、お昼寝の前後等

夏は子どもたちの食欲も落ちてきますネ。その為、当園
では献立を見直ししています。特におやつは喉ごしの良い
ゼリーや黒糖蒸しケーキなど食べやすさと食に興味が持て
るように、クッキングで子ども自ら作る体験を取り入れ食へ
の意欲を育んでいきます。
毎日いっぱい食べてネという思いで調理していますよ。

（保健だより）

Q.子供が大人をバンバンたたいたりするのは何か理由はありますか？
Ａ.急にたたかれるといくら可愛いわが子でもビックリしてイラっとしますよネ。子どもがたたく理由として考えられるのは、
・大人にかまってほしい ・自分に注目してほしいがあげられ大声になったりします。
対応としてバンバンした時には、「痛いよ」と伝え「ちょんちょんと優しくネ」と伝え、子どもが優しくしてきた時に大人がにこっと
して対応すると子どもなりに気を付けるのでやってみて下さいネ。

初めての運動会（つぼみ組）

机上あそびの様子（さくら組）

あそびの目的・・集中力
を養い達成感を味わう ※調理員の指導の下、

ちんすこう作りをしました

満面な笑顔で取り組んでいます。
ご家族の皆様楽しみにしていてね

開放感、感触、夏あそびを満喫しています

食育、クッキングの様子（園全体の取り組み）

泥んこあそび（たんぽぽ組）
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